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きない人とか、不自由な人、そのような人をアメリカでは disable といいます。
「able」は ability。ability は能力。「dis」が付いて disable。そのような、能力が
ない人たちを救うための法律がアメリカにできたのは、1990年のことです。いろ
いろな障がいを持つ人たちも、市民としてあらゆる権利を持っているということ
をアメリカで言い出したのは、比較的最近です。
世界の他の国にも同じような憲法とか、規定があるのかよく知りませんが、人
間は平等であり、国籍や市民権だけの問題ではなく、障がいとか、体の具合とか、
年齢とか、すべての点で、あらゆる人間は人間である。そのような人権意識がで
きてきたのは20世紀末期、1970年代以降です。ここに至るまで非常に大きな流れ
だったと思うし、業績だったと思います。
これから21世紀に生きていく皆さんは、悲惨な戦争や、冷戦があった20世紀最
初の70年の歴史を踏まえた上で、その後に出来上がってきた人類的な発想を、オ
バマさんがいう〈common humanity〉、人類はすべて普遍的なものだという概念
を、自分たちなりにアクセプトした上で、これからの世界を創っていただきたい。
その根本にあるのは、「つながり」（connection）。これからの世界は「つなが
り」の世界であるべきだと思います。つながりが強い方へ世界を持っていってい
ただきたい。10代、20代の方たちも、世界中の若い人たちと「つながり」をつくっ
ていってほしい。つながりながら、お互いをより理解し、オバマの言う〈human-
ity〉、人類全体を抱えたようなビジョンを創り、国境の隔たりを少しでも低くし
て、全人類的な世界、人類共同体のような世界を創っていただきたい。
昔、日本に東亜新秩序という構想もありました。そういうことではなくて、す
べての人間を結びつけるような意識を、皆さんはすでにお持ちかと思いますが、
そういう意識が侵されることがないように、教育あるいは自分たちの経験を通じ
て、国境を越えた「つながり」を強く持っていくような方向でやっていただきた
い。
〈connection〉という言葉は21世紀のキーワードになると思うし、皆さんに頑
張っていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。
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